
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

第３次 草津市食育推進計画  【計画期間：平成 30年度～平成 35年度】 

【基本理念】 

『ココロ豊かにカラダ元気に食で育む笑顔があふれるまち草津』 

基本方針１                       
食の楽しさや食への感謝を実感し、豊かな心を形成します 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針２                  
望ましい食習慣の形成と実践を促進し、健康の維持・増進をはかります 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３                  
食文化継承や地産地消によるまちづくりと、人に安全・自然に優 

しい食環境づくりを推進します 

 

重点的な取り組み 食を通じたコミュニケーションを実践する 
 家族形態やライフスタイルの変化など多様化するくらしの中で、共食をはじめとした食を通
じたコミュニケーションの実践や、食に興味を持ち、食の楽しさや食への感謝を実感すること
で豊かな心を育みます。 

重点的な取り組み バランスのとれた食事を意識し実践する 
 自らの適切な食事量の理解、食に関する正しい知識、自身にあった情報を選択する力を養う

こと、バランスの取れた食事の実践などをささえることで健康的な食生活の実践につなげます。 

重点的な取り組み 地場産物を認知し利用する 
地場産物を認知し、地産池消を進めることで輸送による環境負荷を軽減します。

消費者と生産者、食環境づくりをつなぐことを進めます。 

      

 まちづくり協議会連合会 

健康推進員連絡協議会 

社会福祉協議会 

草津市消費生活学習会 

ボランティア団体  等 

 

 医師会 

歯科医師会  

栄養士会  等 

 

 市役所・保健所 等 

 

 草津市農業協同組合 

食品流通業者 

商工会議所 

司厨士協会 

市内事業所   等 

 

 保育所（園） 

幼稚園  

子ども園 

学校    等 

 

◆これまでの食育推進の取り組みをより一層広げていくととも

に、『実践の環
わ

を広げる』取り組みを強化していくため、「第３

次草津市食育推進計画」を策定しました。 

 概要 

計画の推進体制と役割 

計画の指標                      （一部抜粋） 

目標項目 現状（H27） 目標（H35） 目標値設定の考え方 

地場産物を購入す

るよう心がけてい

る人の割合 

 

50.6％ 

 

70％（H32） 

第５次草津市総合計画第３

期基本計画指標より設定 

 

計画の指標                            （一部抜粋） 

目標項目 現状（H27） 目標（H35） 目標値設定の考え方 

食育に関心がある人
の割合 

60.0％ 90％ 国の目標値を参考に設定 

 

計画の指標                           （一部抜粋） 

目標項目 現状（H27） 目標（H35） 目標値設定の考え方 

 
 
バランスのとれた
食事に気を付けて
いる人の割合 

２０歳代男性 18.8％ 36％  

 

健康くさつ２１（第２次）に

基づく 

２０歳代女性 29.8％ 64％ 

３０歳代男性 25.5％ 44％ 

３０歳代女性 51.4％ 67％ 

４０歳代男性 21.9％ 52％ 

４０歳代女性 72.3％ 97％ 

野菜の平均摂取量 成人 270.2ｇ 350ｇ 食生活指針（平成 28 年 6 月）より設定  

健康推進員の人数 １８０人（Ｈ２８） ２０５人 現状値から実現可能な数値を算定 

 

実践の環
わ

を広げる 

○くらし 

○ささえる 

○つなぐ 

（１）食に興味を持ち、食を楽しむ 
（２）食に対する感謝の心を身につけ、正しい食のマナーを守る 
（３）食を通して人と人をつなぐ共食への意識の向上を図る 

 

（１）食に関する知識と、自身に合った情報を選択する力を身につける 

（２）食を通じた健康づくりへの関心と理解を深める 
（３）食育に関連した学習機会の提供など、食育推進活動を積極的に展開する 

 

（１）伝統食や行事食の継承を推進する 

（２）食品の安全・安心について基礎的な知識を習得する 
（３）食環境を意識し、食品ロス削減を図る 

 

資料１ 


